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本概論の内容

 著作権の概要

 研究成果の発信と著作権（雑誌投稿論文を例に）

 リポジトリ業務と著作権

 その他



機関リポジトリと著作権

 従来の大学図書館活動と著作権
 権利の制限に焦点

 図書館等における複製（31条）

 機関リポジトリと著作権
 著作者の著作権契約に焦点

自分が執筆した論文を（図書や学術雑誌で）公表する際に，著作権は

どうなるの？

 セルフ・アーカイヴ・・・著作者による権利行使

 機関リポジトリ（図書館）・・・保存・公開の受け皿



著作権の整理（1）

 著作者人格権
 公表権，氏名表示権，同一性保持権

 著作権（財産権）
 複製権・公衆送信権・翻訳権 など



著作権の整理（2）

 著作権（財産権）の保護期間
 「著作者の生存している期間および死後50年まで」が原則

（51条2項）

 著作権（財産権）の譲渡
 他人に譲渡できるのは財産権のみ（⇒著作者と著作権者が異なる

場合がある）

著作物の種類 保護期間

共同著作物 最後に死亡した著作者の死後50年まで（51条2項かっこ書）

無名・変名の著作物 著作物の公表後50年まで （52条）

団体名義の著作物 著作物の公表後50年まで （53条1項）



著作権の侵害

 損害賠償請求
 経済的不利益の算定が必要

 （公開）差止請求
 利用許諾の取り消し

適切・誠実な対応によるリスク回避を！



論文の投稿から掲載まで（概要）

①論文投稿
 査読－回答，再投稿 （を繰り返す）

②掲載決定の通知
 校正数回，出版のための契約（著作権譲渡契約，copyright 

transfer agreement）

 多くの学協会誌，商業出版誌では，学協会または出版社に著作権が譲渡
される（されない場合もある）

③論文掲載
 抜刷を購入。研究仲間に配る



著作権の譲渡

 著作者は誰に権利を譲渡するのか
 学協会に？ 出版社に？

 著作者は何の権利を譲渡するのか
 複製はしてよいのか

 ウェブサイトで公開してよいのか

 翻訳はして（あるいは第三者に許可して）よいのか など



セルフ・アーカイヴのための条件（例）

 出典・著作権に関する注記を明示すること

 DOIを明示すること
 Digital Object Identifier

 インターネット上の研究成果に恒久的に与えられる識別子

 エンバーゴを順守すること
 機関リポジトリで公開可能な猶予期間

 著者最終稿を利用すること など



著者最終稿と出版社版

出典：『機関リポジトリと著作権』杉田茂樹，堀越邦恵
（平成18年度学術ポータル担当者研修資料スライド4「論文投稿と著作権譲渡」）



著作物の利用許諾（1）

 著作物の利用許諾
 著作者が自らの研究成果を機関リポジトリで公開することを，著作権

者に許諾してもらう

 誰が著作権者なのか？

 著作権者が設定している利用方法や条件の範囲は何か？

 利用に際して許諾願が必要か？



著作物の利用許諾（2）

 著作権者の特定

 セルフ・アーカイヴに関する方針の確認

 （必要があれば）利用許諾願
 文書で記録しておくことが望ましい



著作権者の特定（1）

 学内刊行物（紀要，報告書など）
 投稿規程，編集委員会 などに確認

 学術雑誌（国内・海外）
 SCPJ, SHERPA /RoMEO

 学協会・出版社webサイト，投稿規程 などで確認



著作権者の特定（2）

 学位論文
 雑誌掲載論文が含まれている場合，出版物を学位論文として提出

している場合は出版社に確認

 著作権者が不明の場合
 文化庁長官の裁定を受け，補償金を供託することにより著作物を利

用できる制度がある（文化庁裁定）



方針の確認（1） SCPJ

 国内学協会のオープンアクセスに関する方針につい
て調査，公開しているデータベース

 Society Copyright Policies in Japan

 筑波大学，千葉大学，神戸大学，東京工業大学各
附属図書館によるCSI委託事業



方針の確認（1） SCPJ

http://scpj.tulips.tsukuba.ac.jp

「Green」誌と「Blue」誌の中には，出版社版の利用を認めているものもある
し，認めていないものもあり，それは SCPJで確認できる



方針の確認（2） SHERPA /RoMEO

 海外出版社のセルフ・アーカイヴに関する方針を閲
覧できるデータベース

 Securing a Hybrid Environment for Research 
Preservation and Access /Rights MEtadata for 
Open archiving

 University of Nottingham を中心としたイギリスの高
等教育機関で運営



方針の確認（2） SHERPA /RoMEO

http://www.sherpa.ac.uk/romeo/

「Green」誌と「Blue」誌 の中には，出版社版の利用を認めているものもあるし，認めて
いないものもあり，それは SHERPA /RoMEOで確認できる。また，オープンアクセス
オプションについても確認できる



利用許諾願（例）
○○学会事務室 御中

時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

○○大学では，所属研究者の論文などをウェブ上で発信する「○○大学機関リポジトリ」
（URL http://xxx.yyy.ac.jp）を構築し，コンテンツ収集を進めております。

本学の○○先生が，貴会発行誌に掲載された下記の論文をウェブ上で公開することを希望
しております。つきましては，この文献を「○○大学機関リポジトリ」に収録・公開させて頂きた
く，ご許諾をお願いいたします。また，利用に際して条件（出典の明示，誌面をスキャニング
しＰＤＦを作成してもよいか，刊行後リポジトリで公開可能になるまでの期間など）がございま
したら，ご教示願いたく存じます。

ご多用中誠に恐縮ですが，ご不明な点がございましたらお問合わせください。以上よろしく
お願いいたします。

記

執筆者名「論文名」 掲載誌名(出版者，刊行年)



関連事業

 NDLの大規模デジタル化事業

 NII-ELS （CiNiiがインターフェース）

 J-STAGE／Journal@rchive



研究成果のオープンアクセス化

 研究助成機関による研究成果の公表義務化

 出版社のオープンアクセスオプション



参考資料

 誰でもできる著作権契約（文化庁）

 http://www.bunka.go.jp/chosakuken/keiyaku_intro/index.html

 著作権なるほど質問箱（文化庁）

 http://bushclover.code.ouj.ac.jp/c-edu/index.html

 大学図書館における著作権問題Q&A（国公私立大学図書館協力委員会

大学図書館著作権検討委員会）

 http://wwwsoc.nii.ac.jp/janul/j/documents/coop/copyrightQA_v7.pdf

 「機関リポジトリと著作権Q&A」黒澤節男著（広島大学）

 http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00023065

 著作権者不明等の場合の裁定制度（文化庁）

 http://www.bunka.go.jp/1tyosaku/c-l/index.html


